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エコノミークラス症候群とは？

同じ姿勢で座り続けた場合に足や下半身などにできた血の塊（血栓）が、血流に乗って肺の血管に
つまり、胸の痛みや呼吸困難などをきたす病気を「肺血栓塞栓症」といい、よく耳にする「エコノ
ミークラス症候群」と呼ばれる病気です。近年は、車中泊による災害関連死の原因のひとつで、命
にかかわるため十分に注意をする必要があります。

要配慮者
避難生活が長期化すると市民が主体的に避難所運営をおこなうようになります。避難所に
は不特定多数の人が集まり、生活します。女性や子どもはもちろん、障がいがある人など、
様々な立場をお互いに理解しましょう。

エンジンをかけっぱなしに
しない！

やむを得ず傾斜地に駐車
する場合は細心の注意を
払う！

周りに誰もいない場所
には極力駐車しない！

車中泊をしている者同士、
マナーを守ること！

座席をそのまま寝るのは
NG!できるだけ水平
（フラット）に！

駐車場所から最寄りのお店や
ガソリンスタンドの場所を確
認しておく！

ペットの災害対策

ペットの情報

ペットの外見や特徴が分かる写真を貼りましょう。

（ペットが複数いる場合は、このページをコピーして上

部のりしろ部分に貼り付けてください。）
ペットの名前：ペットの種類： 犬 ・ 猫 ・ その他（

）

犬種・猫種等：体色：

体重：

kg

性別： オス ・ メス
避妊・去勢手術： 未 ・ 済

登録番号（犬）：ﾏｲｸﾛﾁｯﾌﾟ： 無 ・ 有（No．

）

その他の特徴：

のりしろ  

緊急時の連絡先

災害発生時の対応

○かかりつけの動物病院病院名：
電話番号：

病院名：
電話番号：

○その他の緊急連絡先（ペットの預け先等）

氏名：

電話番号：

氏名：

電話番号：

○ まずは飼い主の身の安全を確保しましょう。

避難路を確保し、その後、火の始末をしてくださ

い。
○ ペットが動揺している場合があります。落ち着い

てペットの安全を確認してください。（屋外に出る

場合は、ブロック塀の倒壊や瓦の落下等に注意し

てください。）○ 犬は首輪にゆるみがないか確認し伸縮しないリー

ドを付け、小型のペットはケージに入れて避難し

てください。○ 避難するときは見知らぬ動物に近づかず、不用意

に手を出さないでください。

ペットを守ることができるのは飼い主だけです。避

難する場合は、原則としてペットを同行して避難して

ください。なお、万が一ペットホテルや知人等にペッ

トを預ける場合のことも考え、預け先の条件や費用等

を確認しておくことも大切です。

○ペットに関するお問い合わせ（平日８：30～17：15）

三重県鈴鹿保健所
059-382-8674

鈴鹿市環境政策課
059-382-9014

写 真

表紙 

裏表紙

５

２

 きりとり

この手帳は、災害時にペットと安全に避難

し、安心して一緒に生活するための手引きと

して作りました。災害に対しての備えや、災害

時の注意事項を記載しています。必要事項を

記入後、非常持ち出し袋等に入れて、いつでも

持ち出せるようにして御活用ください。 
協力：鈴亀地区獣医師会 

鈴鹿市 

ペットを守ることができるのは飼い主だけです。避

難する場合は、原則としてペットを同行して避難して

ください。なお、万が一ペットホテルや知人等にペッ

トを預ける場合のことも考え、預け先の条件や費用等

を確認しておくことも大切です。

災害時、飼い主がペットと共に安全に避難し、被災後も安心

して生活できるために市が作成した手帳です。災害に対して

の備えや災害時の注意事項のほか、飼い主やペットの情報な

どの記入ができます。非常持ち出し袋などに入れて、いつで

も持ち出せるようにしましょう。

ペット防災手帳

ペットを守ることができるのは飼い主だけです。避難する場合は原則として
ペットを同行して避難してください。

女性更衣室女性更衣室授乳
スペース

授乳
スペース

おむつ交換
スペース

おむつ交換
スペース

掲示板掲示板

要配慮者
スペース
要配慮者
スペース

男性更衣室男性更衣室

受付受付

居住スペース居住スペース

居住スペース居住スペース

通路幅１～２ｍ以上

居住スペース居住スペース

避難所には不特定多数の人々が集まります。そのため様々な配慮が必要になります。
皆さんで協力して避難所を運営しましょう。

・プライバシー確保のための
仕切りを設置

・段ボールベッドなどを設置

・プライバシー確保のための
仕切りを設置

・段ボールベッドなどを設置

・避難者カードの記入
・要配慮者などの確認

・情報確認・安否確認など

車中泊スペース車中泊スペース

仮設トイレ仮設トイレ

車中泊避難の心得 車での避難は建物倒壊の危険がなく、プライバシー空間を確保できるなどの
メリットがある反面、健康面での危険性には十分注意しなければなりません。

ペットは

屋外で飼育

ペットは

屋外で飼育

相談窓口には誰でも相談しやすい
ように男女両方のスタッフで対応

体育館を避難所にした場合のレイアウト例体育館を避難所にした場合のレイアウト例

・居住スペースは地域毎に分ける

多目的
テント

避　難　所
ひ　　な　　ん　　じょ

Evacuation center

誰でも読みやすい、やさしい日
本語や外国語でも情報を掲示

多目的テント・トイレの設置

ア
レ

ル
ギーがあり

ま
す

食
べられませ

ん

ア
レルギーです

う
つりませ

ん

アレルギーや持病がある場合は、
周囲に分かりやすくするためにバ
ッジなどを自分で用意

避難所の通路は車いすでも通れる
幅を確保

感覚過敏や配慮を必要とする
人が過ごせるスペースを確保

※既存の建物を利用する際は、このレイ
アウトを再現できない場合もあります。

窓を開けて

換気

窓を開けて

換気

ステージステージ

知らない人の
声かけに注意

安全重視の
服装で貴重品は
持ち歩く

なるべく1人で
行動しない

ホイッスルや
防犯ブザーを
持ち歩く

他人の前で
お金の話はしない

\
子どもだけの
環境を作らない

避難所での防犯対策
災害時は普段とは違う状況により、犯罪やトラブルが起こりやすくな
ります。避難所でそうした被害に遭わないための対策を知っておきま
しょう。

「ペット防災手帳」は
市ウェブサイトからダ
ウンロードできます
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